
ＬＣコンシェルジュ　簡易説明書

メニューバーの説明

ファイル指定

項目選択

挿入

追加

次候補

絞込み

全表示

横２分割表示

情報設定

csvファイル出力

スタイルファイル

保存

グラフ表示

前候補

検索

移動

削除

ファイル情報

横スクロール同期

縦スクロール同期

縦２分割表示

インデックス

プルダウンリストか

らインデックスの切

り替えが可能です。

ファイル指定

検索

項目選択

読込ファイルの指定、読込パターン

の登録と利用、照会・編集モードの

切替など行います。VGSは表のスタ

イルを保存します。LCCはここのファ

イル指定の内容を保存します。

表示項目・非表示項目の設定、マス

ク定義など行います。

検索条件を設定します。

LCCファイル保存

LCCファイル読込
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情報設定

csvファイル出力

スタイルファイル保存

表示設定、動作設定を行います。

CSV形式でデータをにエクスポートす

る条件を設定します。

CSV形式で作成されたデータはエク

セルでそのまま読み込むことができ

ます。

現在の表示スタイルを保存します。

保存したスタイルはファイル指定画

面で利用できます。

スタイルファイルを名前を変えて登

録することで、目的に合わせてファ

イルの活用ができます。
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ＬＣコンシェルジュを起動すると図１の”ファイル指定”

画面が開きます。赤囲み１のフォルダーボタンで”ファ

イルを開く”画面が開きます。

図２の赤囲み２のプルダウンボタンを押してファイルを

さがすことができます。

１

２

３

図１

図４

図３

図２

４

図４の赤囲み３のディフォルト設定ボタンを押してファ

イルに関連する定義情報を取得できます。

ただしファイルと同一ディレクトリに定義情報があるこ

とが前提です。

内容を確認し、赤囲み４のＯＫボタンを押すとデータ

が表示されます。

図３はファイルが選ばれた状態です。
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図５はデータが表示された状態です。ここでは、キー

項目が赤色、カーソルのある行、列が水色で表示され

ています。このような色付けは情報設定ボタンを押し

て設定できます。

図７

図６

図５

図６は上下にウインドウ分割してデータを表示してい

ます。

図７は項目選択ボタンを押して分割ウインドウに表示

する項目の選択設定する画面を開いています。
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同梱されているサンプルファイルwhoの操作例です。

ＬＣコンシェルジュを起動します。

”ファイル指定”画面でＬＣＣファイルのフォルダーアイコ

ンを押し、登録されているＬＣＣファイルを表示します。

”ファイルを開く”画面でWHO.LCCをクリックし、開くボタ

ンを押します。

WHO.LCCの登録情報が表示されます。

次に ＯＫ ボタンを押します。
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データが表示されました。

編集モードで開いていますので、データを追加・加工す

ることができます。
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